北海道は、全国より速いペースで少子化、高齢化、人口減少などが進むことが予想され、これにより、地域にはコミュニティの維持や未だ経験のない課題が出ています。この解決のためには、小さな地域でも「できること」を増やす地域づくり「小規模多機能自治」に取り組み、その地区内の最優先課題について対策を立案し、実践していくことが必要です。この講座では、この「小規模多機能自治」に取り組む全国の事例や、進めるための方法、推進する計画の骨子作成などについて学びます。地域の人口構造から未来の姿を考え、
行動する手法を学ぶ
市民活動ステップアップ講座
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市民活動ステップアップ講座１９６４年大阪生まれ。８７年に京都大学卒業後、(株)リクルートに入社。
広報や国際採用などを担当して９１年退社。その後、国際青年交流ＮＧＯの日本代表や国会議員の政策担当秘書などを務め、年にＩＩＨＯＥ設立。市民団体のマネジメントや、企業の社会責任（ＣＳＲ）への取り組みを支援するとともに、ＮＰＯ・市民団体と行政との協働の基盤づくりを進めている。また、地域自治組織の先進地である島根県雲南市の地域自主組織制度を、２００６年の立ち上げ当初から支援するなかから「小規模多機能自治」の推進を提唱。同市などの呼びかけにより１５年に設立された「小規模多機能自治推進ネットワーク会議」には２５０以上の自治体が参加し、農山漁村部だけでなく、今後は都心部でも急速に進む高齢化や人口減少に備えた住民自治や地域経営のあり方を、ともに学んでいる。
講師プロフィール
＜申込先・締切３月１２日＞
裏面の申込書により、お申し込みください。
北海道立市民活動促進センター
〒060-0002札幌市中央区北2条西７丁目 
かでる2･7　8階
TEL：011-261-4440／FAX：011-251-6789
E-mai：center@do-shiminkatsudo.jp
■日　時：令和３年３月１９日（金）
１３：００～１５：３０
■会　場：zoom（オンライン講座）
■対象者：市民活動団体関係者、市町村職員、
小規模多機能自治ネットワークの会員、
小規模多機能自治に関心のある方
■定　員：６０名（先着順）
■参加料：無料
※テキストにソシオ・マネジメント
第6号を利用するので、購入を
お願いいたします。
ＩＩＨＯＥ ＢＯＯＫＳＴＯＲＥ
https://officeiihoe.stores.jp/
■講　師：川北　秀人　氏
IIHOE [人と組織と地球のための国際研究所] 代表者 兼
ソシオ・マネジメント編集発行人
■内　容：講義「北海道における小規模多機能自治推進の意義と必要性」
●16:00から小規模多機能自治推進ネットワーク・北海道ブロック会議が開かれます。
■主　催
札幌市市民活動サポートセンター
（公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会）
北海道立市民活動促進センター
（公益財団法人北海道地域活動振興協会）

※「小規模多機能自治推進ネットワーク・北海道ブロック会議」のみ
参加希望の方は、下記までお申し込みください。
　士別市市民自治部自治環境課自治広報係（北海道ブロック幹事）
　メール：jichikankyouka@city.shibetsu.lg.jp　

地域の人口構造から未来の姿を考え、行動する手法を学ぶ申込書
申込締切：令和３年３月１２日
枠線の中に必要事項を記入の上、メールまたはＦＡＸで
北海道立市民活動促進センターまで申込書をお送りください。
	（ふりがな）
氏　　　名
	

年代…□10代 □20代 □30代 □40代 □50代 □60代 □70代

	所属団体名
	□行政　□住民自治組織　□市民活動支援機関　□社会福祉協議会
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	連絡先
	〒


ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：
メール：

	事前
アンケート
	（１）住民自治の促進に向けて、継続的に力を入れていることはなんですか？



（２）２０年度の感染症拡大予防を踏まえて、
住民自治において工夫したことはなんですか？



（３）２１年度の住民自治活動に向けて、備えていることはなんですか？





※ご記入いただいた個人情報については、本講座の開催に必要な連絡調整、講師等への告知、
今後の講座や当センターの事業等のご案内のみの目的で使用いたします。
【お問合せ・申込先】
北海道立市民活動促進センター
〒０６０‐０００２　札幌市中央区北２条西７丁目かでる２･７　８階
ＦＡＸ：０１１‐２５１‐６７８９　ＴＥＬ：０１１－２６１－４４４０
メール：ｃｅｎｔｅｒ＠ｄｏ－ｓｈｉｍｉｎｋａｔｓｕｄｏ．ｊｐ
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